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Erythrocytic inclusion body syndrome (亙IBS)はサケ科魚類にとって探刻なウイ

ルス感染症として知られている｡ 1~4)この疾病は日本のギンザケ養殖業に多大な経済的損害を

与えている｡5)ウイルス感染に起因する溶血が重篤な貧血を引き起こすoZ･ 5)筆者らはEIBSは

高ビリルビン血症を引き起こすこと､赤血球中の抗酸化酵素であるスーパーオキシドジスムター

ゼ (SOD)活性が高くなることから生体内脂質過酸化の進行と発症との関係があること､血発

車の胆汁酸やカロチノイ ド色素塵から胆汁色素排推障害が発症原因である等を報告した｡ 6)今

回その発症を予防するための基礎研究として､EIBSウイルスによる人為的感染実験を行った｡

方法

感染実験 平均体重20 g前後のギンザケを実験に用いた｡ EⅠBSウイルスを感染させた後､

1週間間隔で5尾を取り上げ､採血を行った｡試験は5週間行った｡

血液性状の測定 -マトクリット値はEkeda et a1秒の方法で分析した7)｡血液塗抹標本は

乾燥させた後､メタノ-ルで5分間固定後､ギムず､塩化ピナシアノ-ルまたはアクライド

オレンジで染色した｡8)各血液塗抹標本30の顕微鏡視野を観察し､サブステージを含む5ス

テージに分類した04)

ビリルビン含量測定法 血凝中のビリルビン含量は､Izumi et a14の抗原抗体反応を利

用したELAISA法 (酵素抗体法)で測定したo g)すなわち､ビリルビンにたいして特異的な抗

体である24G7を血輿に過剰に加え反応させる｡次に､標識抗原であるBilirubin serum

alubum土nにビリルビンと反応していない余りの抗原を付着させる｡そこで､標識抗原と反応

した余剰の2雀G7に二次抗体を付着させ､発色基質を加えて発色させたところを､414nmと

492nmの二波長での吸光度を測定することで､ビリルビン含量を求め､ビリルビン濃度をTIH

で示した｡

2-チオバルビツール酸 (TBARS)値の測定 ギンザケ肝臓中のTBARS値はsuda et aleの

HPLC法で測定し､pic°molマロンアルデヒド/g試料で示した0 10)
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脂肪酸の測定 肝臓中の脂肪酸はFolchetaloの方法で抽出した｡ll)脂肪酸組成については

yamauchii妃 al b12)のガスクロマ トグラフィーにより分析したo

結党と考察

表 1に感染試験結果を示した｡試験期間中における試験区および攻撃区間に体重の差は認

められなかった｡感染の様子を見ると､感染後 2週目から感染赤血球が出現し､5週目には

感染赤血球は出現しなかった｡-マ トクリット値に関しては､感染試験開始後 4･週目が最も

低く､5週目には回復に向かっていた｡

表 1.重工BS感染実験結果

l潤巨

対照区
攻撃区

対照区
二∴∴

対照区
攻撃区

2凋冒 3週目 4週目 5調巨
体重(g)
19｡4±3-1ヾ1 20.0±2-9 19-1±3ー9 17｡8±3p7 二三1.0±Lliul
2087j:2功8 19位2±388 18心9±3昏3 18や2±3B2

0/10
0/10

二三1.1±3｡4

0/■10
し)/10

3Oも1±2U9

0/10 0/10 0/10
0/10 8/10 6/10

-マ トクリット
32¢9±2｡

E.11■mu
c,0.も
Q
ノ
29.5±2.L･L 28J9‡1U6 32..0±2｡0

30由7:ヒ3秒1 27◎2±3率6 24勾8±180 20也6士1倍7 23◎9士203

☆1平均値±標準偏差
☆2ウイルスの感染した赤血球の出現率

表2に血祭中のビリルビン含量の変動を示した｡この裏から明らかなようにウイルス感染

後 1週目から血数中にビリルビンが現れ､高ビリルビン血症の症状を示したC,しかしながら､

感染後4週目には検出限界以下になった｡

表2.血費ビリルビン含量の変動

3週目 逢週目1週目 2週目
(FJM)ン′

対照区 nd O｡18±0｡10おl nd nd nd
攻撃区 O｡19‡0.ll 1.41‡0.72 0..40±0

1I:'::':･-i:i.:･･言 上

lュd nd

表3にEIBS感染後の肝臓中のTBARS値を示したOこの裏から明らかなように､感染試験3

週目に肝臓中のTBARS確は低下していた｡このことは､おそらく､溶舶 こより生じた-ムが
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ビリルビンになりそのビリルビンの抗酸化作用によるも

衰3.肝臓TBARS値の変動

表 4に肝臓中の脂肪酸組成の変動を示したO感染 3および 4週目に22芸6

サエン酸)が減少している｡このことは､ウイルス感染により生体内脂質芸

の結果最も不飽和度の高い22芸6n-3が減少したものと考えられるO

以上の結果をまとめると､EiBSの感染症は4週目から幼弱赤血球が出現 rrてyら㌔..-_i:よい､

5週目からは回復期に入ったことになるoTakahashiet al｡4,5)の実験結果と比較すると､

回復期にはいるのがやや早く､fit値も極端に (10%以下)に低下することなく､病状は比較的

軽度に進行したものと思われる｡この結果は､魚の成長速度が遅かった (摂餌が充分でなかっ

た)ことが原因と思われる｡本実験結果は本症の病状の悪化に脂質過酸化が関旅している事を

強く示唆しているOさらに､脂質過酸化を起こしやすい条件下 (例えば低分子の抗酸化物質で

あるa- トコフェロールやアスコルビン酸欠乏餌料で飼育するなど)で感染させる等の実験を

行 う必要がある｡
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泰4.肝臓中の脂肪酸組成の変動

脂肪酸 o週目 2週 3週 4週 5過
対照 実験 対照 実験 対鹿 実験 対照

14言0 1027 i◎53 1○42 3O48 2由69 1○45 2006 1g69 1.43

15冨0 0.48 OB6 0色58 1.61 1819 0○58 0.92 0.76 0.63

16;0 15B93 158逢3 15一21 17や95 19由22 15や29 15.55 15.86 14.80

16冨1 3&50 4○06 4.25 9449 10 4:B36 5魯36 4.84 3.84

16:2 0ゆ89 0○72 0○81 0.90 0.67 0893 0.74 0や83 0.96

18‡0 亀や86 3○67 3○33 3.25 4ー01 3.07 3.66 300 3.32

18:i 15817 17009 15申96 16.10 168唾9 15も80 16007 1亀ゆ88 15.1.4

18芸2 6申52 10ゆ12 9b13 6◎37 亀869 8ー21 8.31 9090 9421

18冨3 063進 0匂57 Oo5進 Ob3複 0秒98 OJ48 0¢5 0色61 0.52

20:1 1015 0申79 0由90 1907 1○07 1¢29 1.08 0.77 0.90

UK OJ75 0◎80 Op71 0 色65 0¢59 0&63 Oo逸8 0.63 0ゆ73

UK 0⑳88 Ob47 0.44 0 や39 0¢亀6 0 852 0ゆ60 0.48 0.49
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UK 0や26 0.22 0や25 0○16 0835 0¢26 0.17 0ー26 0.21

20芝5n-3 4=◎63 3¢73 為 り37 3○亀6 4◎09 5一36 3.44 亀由75 5○14

22冨4 OB38 0○亀0 083度 0 .44 0ゆ70 0心38 0◎38 0 一43 0.逢2

22Z5 1○53 1¢31 1.13 1甲07 2一16 1+47 1¢~12 1ー55 1.50

22:6n-3 35.9 33p41 33019 23○33 20秒00 33¢94 26◎98 33856 35○5

24:1 1897 2○65 3d31 7.48 6ゆ12 384:3 4ー81 2¢62 2.度9
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